
変革の時代の経営を考える 
 第26回目となる『実学サロン』の案内を致します。講師は毎回校友です。社会で活躍する校友や在
校生にとって、ビジネス経験や研究活動の経験を聞くことは、楽しく有意義なことです。魅力的な研
究開発活動、エンジニアリングやマネージメントは、その道で体得された方に聞くのが一番です。 

 今回の実学サロンの講師の山嵜一也氏は、若くしてロンドンにわたり、現地の設計事務所でロンド
ン五輪の招致の段階から、関わり合いを持ってきました。「ロンドンは五輪の開催を目的にしたので
はなく、英国を世界に売り込むための壮大なプロモーションを仕掛けた。また未来から逆算すること
で、どのような五輪にするかも考えた」と語っています。モノづくりやコトづくりにあたっては、何
をプレゼンするかのコンセプトが重要です。山嵜氏が学んだ、ロンドン五輪の背景について、意見交
換をしたく推薦を致しました。 
 まさに2020年に東京オリンピックを迎えようとしています。オリンピックに関わり合いを持つ校友
も多いかと思います。山嵜氏の講演を参考に、意見交換をしたいと考えます。なお、講演会終了後に
校友倶楽部で、懇親会も予定されています。皆さまお誘い合わせの上、ご参加下さい。          
                        芝浦工業大学校友会    会 長  鈴見 健夫 
                              副会長・総務広報委員長   林田 和雄 

芝浦工業大学校友会 

●場所：芝浦工業大学芝浦キャンパス内 ３階 ３０１教室 

●日時：２０１８年６月２９日(金)   18：30～20：00 （講演75分、質疑15分） 

第２６回実学サロン 

芝浦工業大学校友会事務局 〒108-0023 東京都港区芝浦3-9-14 TEL：03-5445-9634 ＦＡＸ：03-5445-9635 

〒108-0023  東京都港区芝浦3-9-14 

【アクセス】  JR山手線・京浜東北線田町駅芝浦口から徒歩3分 

         都営地下鉄三田線三田駅から徒歩5分 

         （http://www.shibaura-it.ac.jp/about/campus_shibaura.html） 

●主 催 ：芝浦工業大学校友会 

□テーマ ロンドン五輪で働いた建築士から 

     東京五輪へのメッセージ                       

●参加費：無料 （但し、懇親会参加者：2,000円、講座終了後､懇親会を開きます） 
●定員：80名 

●申込方法：FAX（03-5445-9635） 
   またはEメール（ sitfriends@shibaura-koyu.jp ）にて、氏名、所属、 

   住所、電話番号、 Eメール、卒業学科・年次および懇親会参加・不参加 

   を明記して、お申し込み下さい。 

山嵜一也建築設計事務所 代表 

2000年大学院建築工学修士課程 

山嵜 一也（やまざき かずや） 

－都市をプレゼンする大会の在り方や計画立案の背景を語る－  



●氏名：                      ●所属：                                        、                      

●住所：                                                                   、 

●卒業学科：                      ●卒業年次：          、                       

●電話番号：(   )       －        ●eメール：                        、 

●懇親会：[参加、不参加]（該当するところに○を付けてください) 講座終了後､1時間程度の懇親会を開きます。 

＜申し込み＞ 下記項目に記入の上、FAXまたはeメール（ sitfriends@shibaura-koyu.jp)でお申し込み下さい。  

●場所：芝浦工業大学 芝浦キャンパス内教室（東京都港区芝浦）３階３０１教室 

第２６回 実学サロン 

 2020年夏、東京に五輪がやってきます。東京と同じ成熟都市で開催された2012年のロンドン五輪が
どのようなものであったかが注目されています。参照すべきは、五輪大会のあり方など、そこに至るまで
の計画立案の背景に目を向けるべきと考えます。 

 2001年から2012年まで、私はロンドンで建築設計士として、一連の五輪プロジェクトに断続的に関わ
りました。サスティナブルな五輪競技場計画を建築士として経験し、祭りの高揚感を市民として体験しま
した。ロンドン五輪では、「競技場は夏祭りの“脇役”でしかない」という、成熟したイギリスの考え方があ
りました。ネット環境や移動手段の発達により、世界がグローバル化するほど、都市や建築というローカ
ルな魅力が最高のコンテンツになることをロンドンは五輪を通して世界にプレゼンしました。 

 「東京五輪で世界に発信すべき日本の魅力は何か」「競技場の計画」「そしてまちづくりの観点」などを、
実学サロン参加者の皆さんと一緒に考えたいと思います。 

●講演概要 

芝浦工業大学校友会 

芝浦工業大学校友会事務局 〒108-0023 東京都港区芝浦3-9-14  
                   TEL：03-5445-9634 ＦＡＸ：03-5445-9635 お

申
込 FAX：（ 03 ） 5445-9635 

［ 芝浦工業大学 芝浦キャンパスの地図 ］  

〒108-8548 東京都港区芝浦3-9-14 

＜アクセス＞ 

  JR山手線・京浜東北線「田町駅」芝浦口から徒歩3分  

  都営地下鉄・三田線・浅草線「三田駅」から徒歩5分 

【講師略歴】山嵜 一也（やまざき かずや）氏 
＜略歴＞ 
2000年3月芝浦工業大学大学院修士課程修了。レイモン
ド建築事務所を経て2001年単身渡英。ロンドンを拠点に
建築設計活動を開始。ヘイクス アソシエイツ勤務時（

2001－2003年）に大学の音楽堂、住宅改修、観光情報キ
オスク・ワイカラービジターセンター（RIBA地域賞）
橋梁などに関わる。アライズ アンド モリソン アーキテ
クツ勤務時（2003－2012年）にロンドン五輪計画で誘致
マスタープラン模型制作、レガシーマスタープラン、グ
リニッジ馬術＆近代五種競技会場、キングスクロスセン
トパンクラス地下鉄駅改修（ICE Awards, National Rail Awards）
で現場監理。2013年1月、日本に帰国。 

個人活動：第243回王立アカデミーサマーエキシビション
入選。イタリアベネトン店舗コンペ入選。大阪五輪2008

招致活動で戎橋筋にオブジェ展示(DDA賞)など受賞。 

女子美術大学や芝浦工業大学で非常勤講師など。 

●日時：2018年6月29日（金）18：30～20：00 


